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件  名 第 13 回 蒲田都市づくり推進会議 

日  時 平成 29年 2月 2日（木）10：00～11：15 場 所：消費者生活センター 大集会室 

出席者 委員 27 名 傍聴者 2名 

配布資料 第 13回蒲田都市づくり推進会議資料 

（以下、敬称略） 

◆開会・挨拶  

・座長より開会の挨拶。 

 

◆出席者紹介  

・大田区事務局より、今年度人事異動に伴う新たな委員の紹介。 

 

◆資料説明  

・大田区事務局より、第 12 回蒲田都市づくり推進会議における主な指摘事項（資料１）の説明。 

・大田区都市基盤整備部建設工事課連続立体担当課長より東口初動期整備計画の進捗状況について（資料２）

の説明。 

 

◆意見交換  

委員） 

 東口地下自転車駐車場のエレベーターについて質問です。自転車は一度に何台収容できるのでしょうか。

また、真っ直ぐに自転車が入れられる形状を考えているのでしょうか。 

⇒大田区） 

 予備設計をしており、自転車が真っ直ぐに入るように設置出来そうです。１台以上入る様に、今後、詳細

設計で検討する予定です。 

委員） 

 地下自転車駐車場の各出入口の詳細と、北出入口エレベーターの自転車動線について教えて下さい。 

⇒大田区） 

 現段階では、全て出入口として検討しています。上り側は幅約 60 ㎝のベルトコンベアーを設置し、下り側

は幅約 40㎝の斜路を自走で下ります。歩行者同士がすれ違えるように中央の階段部分が約 2ｍで、総幅約 3

ｍとして検討しています。南出入口 1・2については自転車走行空間整備（左側通行）を考慮し、南出入口 1

を入口、南出入口 2を出口という案も検討しています。 

北出入口は呑川方面の線路沿いからの利用者、東出入口は東邦医大通り方面からの利用者、それ以外の利

用者を南出入口で想定しています。今後、自転車走行空間の整備を含めてどのような形で自転車を誘導する

のか、検討する必要があります。 

エレベーターの出入りの向きについては、地上は JR 線路側から入り、地下ではそのまま押して出ていける

ように検討しています。 

委員） 

 北出入口は、駅北側地下通路と接続しないのでしょうか。 

⇒大田区） 

 駅北側地下通路との接続については、今後の検討事項だと考えています。 

副座長） 

地下自転車駐車場が出来る 10年後には様々な形態の乗り物が考えられますので、可能であれば、多少柔軟

な運用が出来るスペースを残しておいた方が良いと思います。機械式駐輪設備についても、10年後には新し

い製品が出来る可能性もあります。 

地下 2階は完全に閉鎖された空間ですが、床をシースルーにすると面白いですし、メンテナンス上も良い

かもしれません。また自転車の修理が出来るスペースを設置することも考えられます。工夫して頂くと、閉

鎖された空間もバラエティのあるものになるのではないでしょうか。 

座長） 

 機械式駐輪場の出庫時間は最長 1分という事ですが、待ち時間による滞留時間が短くなるように考慮して

下さい。完成が 10年後の予定なので、技術的な進歩を考慮しながら導入して頂ければ良いと思います。 

記録 
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◆資料説明  

・大田区都市基盤整備部建設工事課連続立体担当課長より西口駅前広場整備工事の進捗について（資料 3）

の説明。 

  

◆意見交換  

委員） 

 クスノキを、約 1ｍ下げますが、枝を伐採しないと視野が開けないのではないでしょうか。 

 また、現在東急側にある水道は何処に設置されますか。 

⇒大田区） 

クスノキを 1ｍ下げるにあたり、枝葉を 1/3 くらいまで剪定する予定のため、見通しは問題ないと思いま

す。 

水道の設置場所は、地下埋設物の状況を確認しながらの設置になるため、具体的な位置については申し上

げられませんが、商店街側（電気ボックスが置いてある方）に 1ヶ所設ける計画をしています。 

委員） 

 イベントの内容によっては、排水の必要性や旗の設置の有無等を考える必要があるのではないでしょうか。

今後、駅前をどのように使用するかについて検討をしていません。早急に検討を始めた方が良いと思います。 

委員） 

 タクシー待機場について、資料３（参考）西口駅前広場整備にあるように横断歩道の所に構造分離帯があ

ると、タクシー待機台数が不足してしまうのではないでしょうか。前回の会議でも同じ意見がありました。

警察と協議されているのは重々承知していますが、構造について、再協議をして頂きたいと思います。 

 また、西口駅前広場はオープンカフェのように使い、商店街に加盟している店だけが販売可能というよう

な、仕組みを考えてはいかがでしょうか。 

なお給排水については、保健所の規制もあると思いますので、しっかり検討して頂きたいと思います。 

座長） 

 西口駅前広場の管理者は大田区でしょうか。 

⇒大田区） 

大田区です。 

座長） 

他の地域では、広場を使用する方々と広場の運用協議会を立ち上げている例もありますので、少し考えて

頂けると良いと思います。 

委員） 

 西口駅前広場検討部会では、管理が困難という理由で常設のベンチを設けない方向でまとまりましたが、

座れる場所を確保することは大事だと考えます。また、まちと区が連携をして、広場運用の協議会立ち上げ

などを検討して頂きたいと思います。 

座長） 

 来年度中に工事は終わる予定ですので、広場が出来上がった後の活用方法について話を始めてはどうでし

ょうか。 

副座長） 

 サンライズ商店街の入り口の植栽帯の中にある東京電力の地上機器は、どうなりますか。 

⇒委員） 

 現状のままです。西口駅前広場検討部会でまとまりました。 

副座長） 

 古いタイプの地上機器の下部は 70 ㎝程度空間があります。技術的に工夫しなくても下げる事が可能で、既

に下げている例があります。現在の高さが、140 ㎝程度なので、下げてもらう等の検討をしてはいかがでし

ょうか。 

座長） 

夜間工事の予定のようですが、日中も囲っている箇所があるので、出来るだけ主要動線を切断する期間が
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短くなるような工程を考えて進めて頂きたいと思います。 

 

◆資料説明  

・大田区まちづくり推進部副参事より新空港線（蒲蒲線）について（資料４）の説明。 

 

◆意見交換  

委員） 

 新空港線の話は 30年前からありますが、中止なのか進むのかという答えが、いつ出るのでしょうか。 

⇒大田区） 

 どれくらいの費用がかかり、どのように費用負担をするかという話合いを昨年 8月から始めています。平

成 28年度末までに話し合いを終えるという目標で東京都、国、鉄道事業者等と 4者で協議しております。平

成 28年度末に、予定通り合意形成が図られれば、鉄道をつくるための整備主体を立ち上げるという次のステ

ージが見えてきます。合意形成でそれぞれの費用負担のあり方が決定すれば、具体的な工事に向けた検討に

進んでいけるのではと考えています。 

委員） 

 資料４のようなチラシを大田区だけで出すのではなく、新空港線がつながる路線沿線の渋谷区、新宿区、

豊島区、目黒区等と共同で出すと、イメージが違ってきます。合同での取り組みも検討して下さい。 

シンポジウムを開催する、チラシを出すという事は簡単に出来る事ではないでしょうか。是非進めて頂き

たいと思います。 

⇒大田区） 

 連携が必要であると思います。行政レベルでは、昨年度大田区を含む関連 17 区市長（14 区長・3 市長）

の連名で国土交通省に要望を出させて頂いております。これから検討が具体的に進む中で、どのような連携

がより効果があるのか考えていきたい。 

副座長） 

 新空港線については、不確定要素が多くありますが、色々なご指摘を考慮しながら、新空港線整備へ向け

た活動が活発化していけば良いと思います 

 

◆資料説明  

・大田区事務局より、今後のスケジュール（資料 5）の説明。 

 

◆閉会 

・大田区まちづくり推進部長 より閉会の挨拶。  

 

以上 
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平成 28 年度 蒲田都市づくり推進会議 構成員名簿       
◆学識経験者 委 員 

東京工業大学大学院 社会理工学研究科教授 中井 検裕  【座長】 

東京工業大学大学院 総合理工学研究科教授 屋井 鉄雄  【副座長】 

◆地元関係者 委 員 

蒲田東地区自治会連合会 小山 君子  

蒲田西地区自治会連合会 藏方 庸光  

蒲田東口商店街商業協同組合 田中 彰一  

蒲田西口商店街振興組合 片山 蔦榮  

蒲田東口地区まちづくり協議会 藤田 靜男 飯尾 松男 

蒲田大好き委員会 望月 清志  

蒲田再開発推進委員会 田中 常雅  

特定非営利活動法人 大身連 宮澤 勇  

◆大田区議会議員 委 員  

都市整備委員会 委員長 深川 幹祐  

都市整備委員会 副委員長 玉川 英俊  

◆東京都  委 員  

都市整備局都市基盤部街路計画課長 佐久間巧成   

都市整備局都市基盤部交通企画課長 谷崎 馨一   

◆大田区  委 員  

まちづくり推進部長 黒澤 明   

まちづくり推進部都市開発担当部長 町田 達彦   

まちづくり推進部都市計画課長 保下 誠   

まちづくり推進部 
公共交通企画担当課長 

山田 誉   

まちづくり推進部副参事 
（新空港線担当） 

遠藤 彰   

まちづくり推進部 
地域整備担当課長 

武藤 和志   

まちづくり推進部副参事 
（地域整備担当） 

三本木 淳治   

まちづくり推進部 
防災まちづくり課長 

瀬戸 隆司   

まちづくり推進部 
連続立体事業再開発担当課長 

岡田 誠   

都市基盤整備部都市基盤管理課長 明立 周二   

都市基盤整備部都市基盤管理課 
（都市基盤計画調整担当課長） 

鈴木 久夫   

都市基盤整備部建設工事課 
（連続立体担当課長） 

榊原 健司   

都市基盤整備部地域基盤整備第二課長 杉山 良樹   

◆国土交通省 
 
オブザーバー 

都市局街路交通施設課企画専門官 栗田 泰正   

第１３回蒲田都市づくり推進会議 出席者（敬称略） 
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第１３回 蒲田都市づくり推進会議の様子 

 


